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平
成
18
年
第
２
回
定
例
会
が
９
月
11
日
に

開
会
さ
れ
、
９
月
22
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期

で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

認定4件、議案 24 件、諮問2件が可決・承認。

９月定例会
平成18年

平成17年度　病院事業会計

 医業損益 △３６，８０６千円
 医業外損益 ５６，２１５千円
 訪問介護損益 △４，５２２千円
 居宅介護損益 △３，８６８千円

 当年度純利益 １１，０１９千円

病
院
事
業
会
計
と
工
業
用
水
道
事
業
会
計
の

平
成
17
年
度
決
算
を
認
定
。

特別会計補正予算の内容
国民健康保険事業
� 補正額 ２３７，０３３千円
◆国保の財政基盤安定のための共同事業拠出金

介護保険事業

 補正額 ２１，１３８千円
◆障がい者自立支援法の制定に係るもの

◆介護予防サービス計画作成委託料

簡易水道事業

 補正額 ２０，５９７千円
◆安岐町下山口の地下水試すい工事

一般会計補正予算の内容
補正額 ７２，２１２千円
総　額 １９，０８４，１４７千円
〔主な歳入〕

◆臨時財政特例債等 ９５，８００千円
◆普通交付税 ２７，６０１千円
◆県支出金 △ ４６，１５２千円

〔主な歳出〕

◆コミュニティバス運行委託料 ４，０００千円
◆介護保険特別会計繰出金 ２１，１３８千円
◆出産祝金 ５，１００千円
◆簡易水道特別会計繰出金 １５，５９７千円

平成17年度　工業用水道事業会計

 営業損益 ９，３５２千円
 営業外損益 △８，９２２千円
 経常損益 ４３０千円

 当年度純利益 ４３０千円
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① 
国
東
市
特
別
職
等
の
職
員
の
給
与

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　

平
成
18
年
10
月
か
ら
４
年
間
、
給
料

月
額
を
市
長
が
10
％
、
助
役
・
収
入
役
・

教
育
長
が
５
％
減
額
す
る
も
の
。

② 

国
東
市
一
般
職
員
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　

平
成
18
年
10
月
か
ら
４
年
間
、
一
般

職
の
職
員
の
給
料
月
額
を
５
％
減
額
す

る
も
の
。

③ 

国
東
市
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の

設
置
等
に
係
る
生
活
環
境
の
保
全

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
　
　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
の
事
前

手
続
き
を
定
め
る
も
の
。

④ 

国
東
市
道
の
駅
く
に
み
条
例
の
制
定

　
　
　

国
東
市
国
見
農
産
物
直
売
所
一
帯
が

道
の
駅
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
も

の
。

⑤ 

国
東
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　

昨
年
の
人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
新
給

料
表
の
導
入
に
伴
う
も
の
。

条　
　

例

① 

国
東
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

　
　
　
　
　
　

② 

字
の
区
域
の
変
更
２
件

　
　③ 

土
地
の
取
得
（
安
岐
統
合
小
学
校
建
設

予
定
地
）

④ 

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
（
国
東

市
国
見
ふ
る
さ
と
展
示
館
）

　
　
　

⑤ 

人
権
擁
護
員
の
推
薦
に
つ
い
て（
２
名
）

⑥ 

意
見
書
提
出
の
陳
情
・
要
望
の
採
択

⑦ 

意
見
書(

案)

２
件

　
　
　
　
　
　

⑧ 

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
設
置

　
　⑨ 

病
院
事
業
対
策
特
別
委
員
会
設
置

⑩ 

教
育
環
境
整
備
対
策
特
別
委
員
会
設
置

主

な

内

容

⑥ 

国
東
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

国
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
横
の
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
料
を
定
め
る
も
の

⑦ 

国
東
市
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
の

拡
大
、
入
院
時
食
事
療
養
費
助
成
の
廃

止
、
自
己
負
担
の
導
入
に
伴
う
も
の
。

⑧ 

国
東
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　

出
産
育
児
一
時
金
の
額
を
35
万
円
に

改
正
す
る
も
の
。

⑨ 

国
東
市
簡
易
水
道
事
業
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　

水
道
加
入
金
を
来
年
4
月
か
ら
統
一

す
る
も
の
。

⑩ 

国
東
市
飲
料
水
供
給
事
業
給
水
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　

水
道
加
入
金
を
来
年
4
月
か
ら
統
一

す
る
も
の
。

⑪ 

国
東
市
土
砂
等
に
よ
る
土
地
の
埋

立
て
、
盛
土
及
び
た
い
積
行
為
の

規
制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　

規
制
対
象
面
積
を
七
百
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
に
改

正
す
る
も
の
。
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特別委員会を設置

教育環境整備対策
特別委員会

委 員 長  田 口 易 幸

副委員長  溝 部 元 生

委 員  唯 有 幸 明

委 員  橋 正 之

委 員  水 國 人

委 員  馬 場 將 郎

病院事業対策
特別委員会

委 員 長  清 國 仁 士

副委員長  木 付 親 次

委 員  松 本 剛 弘

委 員  木 田 憲 治

委 員  豊 田 宏 治

委 員  安 見  蔚

行財政改革調査
特別委員会

委 員 長  後 藤 耕一郎

副委員長  吉 松 京 一

委 員  大 谷 和 義

委 員  堀 田 一 則

委 員  渡 俊 樹

委 員  諸 冨  忠

の三つの特別委員会が設置され、それぞれ付託された調査
事項について、調査終了まで継続調査する。

皆
さ
ん
の
声
を
国
政
に

道
路
特
定
財
源
の

              

堅
持
に
関
す
る
意
見
書

１
、
受
益
者
負
担
の
制
度
趣
旨
に
則
り
、

道
路
整
備
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、

自
動
車
重
量
税
を
含
む
道
路
特
定
財
源

は
、
全
て
道
路
整
備
に
充
当
す
る
こ
と
。

２
、
平
成
19
年
度
の
予
算
に
お
い
て
は
、

新
道
路
整
備
５
箇
年
計
画
の
円
滑
な
推

進
に
必
要
な
額
を
確
保
し
、
事
業
費
の

地
方
へ
の
重
点
配
分
を
図
る
と
と
も
に
、

地
方
の
道
路
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

集
配
局
の
廃
止
再
編
計
画
に

                  

反
対
す
る
意
見
書

１
、
地
域
住
民
の
合
意
と
納
得
を
得
な
い

集
配
局
の
廃
止
再
編
は
行
わ
な
い
こ
と
。

２
、
離
島
や
へ
き
地
、
中
山
間
地
の
郵
便

局
を
維
持
し
、
現
在
の
集
配
局
機
能
を

存
続
す
る
こ
と
。

行財政改革調査

特別委員会

病院事業対策

特別委員会

教育環境整備対策

特別委員会

意　

見　

書
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教
育
予
算
に
つ
い
て

学
校
の
消
耗
品
費
が
不
足
し
て
い

る
。
今
後
追
加
補
正
す
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

各
学
校
の
消
耗
品
費
の
内
容
等
十

分
精
査
し
て
、
必
要
な
も
の
で
あ

れ
ば
追
加
予
算
も
考
え
た
い
。

公
共
施
設
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

新
市
の
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
中
に
国
見
町
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
姫
見
苑
の
改
築
計
画
が
載
っ
て

い
な
い
が
、
市
長
の
考
え
は
。

姫
見
苑
の
場
合
は
、
今
築
後
二
十
六
、
七

年
で
、
ま
だ
何
年
度
に
改
築
と
い
う
計

画
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
行
革

委
員
会
等
で
そ
う
し
た
施
設
に
つ
い
て

は
、
民
間
委
託
、
又
は
民
間
払
下
げ
な

ど
視
野
に
入
れ
十
分
検
討
し
て
い
き
た

い
。

施
設
運
営
を
官
か
ら
民
へ
移
行
さ

せ
た
場
合
、
制
度
的
に
何
か
制
約

が
あ
る
の
か
。

補
助
金
や
起
債
な
ど
を
借
り
て
て

ま
だ
残
り
が
あ
れ
ば
当
然
そ
れ
は

返
還
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、
制
度

的
に
は
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。

財
政
状
況
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
は
今
、
合
併
算
定
替

え
で
額
が
出
て
い
ま
す
が
、
一
本

算
定
し
た
場
合
の
額
と
差
額
、
そ
れ
と
、

新
し
い
指
標
で
あ
る
実
質
公
債
比
率
の

速
報
値
は
。

一
本
算
定
を
し
た
場
合
普
通
交
付

税
の
額
は
、
約
67
億
円
で
約
13
億

円
程
度
減
る
見
込
み
で
す
。
平
成
17
年

度
の
実
質
公
債
比
率
は
、
16
・
１
％
で
す
。

市
民
病
院
の
決
算
に
つ
い
て

病
院
会
計
の
決
算
書
の
中
で
、
以

前
は
、
医
業
損
益
と
い
う
表
現
が

今
回
医
業
損
失
に
な
っ
て
い
る
の
は
ど

う
い
う
理
由
か
。

今
年
度
か
ら
決
算
書
作
成
に
つ
い

て
の
法
令
集
等
を
確
認
し
た
上
で
、

損
失
が
出
た
の
で
医
業
損
失
と
い
う
名

目
で
記
載
し
て
お
り
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
の
改
正

に
つ
い
て

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
改
正
に
つ

い
て
、
３
歳
未
満
児
ま
で
が
、
未

就
学
児
ま
で
と
対
象
が
拡
大
さ
れ
た
が
、

食
事
代
や
自
己
負
担
等
が
生
じ
て
お
り
、

実
質
的
に
利
用
者
に
と
っ
て
有
利
に

な
っ
た
の
か
ど
う
か
。

３
歳
未
満
児
の
入
院
と
通
院
と
も

に
負
担
が
増
え
ま
す
。
３
歳
児
か

ら
就
学
前
児
ま
で
の
入
院
は
負
担
が
増

え
ま
す
が
、
新
た
に
通
院
が
対
象
と
な

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
プ
ラ
ス
の
面
と

マ
イ
ナ
ス
の
面
の
両
方
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。具

体
的
に
市
の
負
担
が
ふ
え
る
の
か
。

前
年
度
の
実
績
等
を
勘
案
し
て
見

込
ん
だ
概
算
で
す
が
、
市
の
負
担

は
２
，
４
０
０
万
ぐ
ら
い
で
下
が
る
見

込
み
で
す
。

将
来
的
に
今
ま
で
の
３
歳
児
ま
で
の

医
療
費
の
無
料
化
を
未
就
学
児
ま
で

伸
ば
す
方
向
で
検
討
で
き
な
い
か
。

財
政
的
な
面
も
考
慮
し
、
で
き
れ

ば
新
年
度
か
ら
市
独
自
の
政
策
を

取
り
入
れ
て
い
く
よ
う
前
向
き
に
検
討

し
た
い
。

簡
易
水
道
加
入
金
の
改
定
に
つ
い
て

簡
易
水
道
の
加
入
者
負
担
金
に
つ

い
て
、
メ
ー
タ
ー
口
径
13
ミ
リ
、

20
ミ
リ
が
25
％
程
度
低
く
な
っ
た
こ
と
、

そ
れ
か
ら
25
ミ
リ
か
ら
１
０
０
ミ
リ
に

つ
い
て
は
県
の
平
均
値
を
用
い
た
た
め

２
倍
か
ら
３
倍
高
く
な
っ
た
こ
と
の
根

拠
と
そ
の
協
議
の
経
過
に
つ
い
て
の
説

明
を
。合

併
協
議
会
で
の
協
議
事
項
を
踏

ま
え
、
13
ミ
リ
か
ら
20
ミ
リ
に
つ

い
て
は
主
に
一
般
家
庭
用
と
い
う
こ
と

で
、
旧
４
町
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
と
一

番
安
い
と
こ
ろ
を
除
い
た
平
均
値
を
、

25
ミ
リ
か
ら
１
０
０
ミ
リ
に
つ
い
て
は

主
に
営
業
用
と
い
う
こ
と
で
全
県
下
の

平
均
値
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

総
括
質
疑

議
案
質
疑
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一 般一 般 質質 問問
●
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

議
員　

本
市
に
お
け
る
子
育
て
へ
の

具
体
的
支
援
計
画
の
内
容
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。
ま
た
、
そ
の
財
源
と
し

て
、
地
域
み
ん
な
で
支
え
る
認
識
を

共
有
し
て
、
一
人
百
円
程
度
の
育
児

保
険
を
拠
出
し
て
も
ら
う
方
策
を
検

討
で
き
な
い
か
。

市
長　

あ
ら
ゆ
る
地
域
社
会
の
環
境

づ
く
り
を
進
め
、
人
が
育
つ
社
会
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
く
為
に
必
要
な

施
策
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

百
円
拠
出
に
つ
い
て
は
、
今
は
じ
め

て
聞
き
ま
し
た
の
で
検
討
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

●
長
期
総
合
計
画
に
つ
い
て

議
員　

長
期
総
合
計
画
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
並
び
に
地
域
審
議
会
委
員

の
選
任
方
法
に
つ
い
て
。

市
長　

計
画
に
つ
い
て
は
、
旧
４
町

の
総
合
計
画
等
を
基
本
と
し
な
が
ら

今
準
備
中
で
、
各
部
門
ご
と
に
職
員

で
構
成
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
て
素
案
等
の
策
定
を
し
て

い
き
ま
す
。
地
域
審
議
会
の
委
員
は

15
名
以
内
で
市
長
が
任
命
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
会
議
運
営
を

議
員　

厳
し
い
財
政
の
中
、
市
が
執

り
行
う
式
典
や
行
事
・
各
種
会
議
に

お
い
て
一
つ
に
出
来
る
も
の
は
一
つ

に
し
て
、
午
前
中
に
終
わ
る
も
の
に

つ
い
て
は
弁
当
を
出
さ
な
い
と
か
、

午
後
に
開
始
す
る
と
か
効
率
的
で
無

駄
の
な
い
運
営
を
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
が
市
長
の
見
解
を
。

市
長  

合
併
以
降
、
国
東
市
と
し

て
数
多
く
の
会
議
が
連
日
の
よ

う
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

ご
指
摘
の
通
り
効
率
的
な
会
議

の
あ
り
方
に
つ
い
て
十
分
検
証

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

●
飲
酒
運
転
の
厳
罰
に
つ
い
て

議
員　

公
務
員
の
飲
酒
運
転
事

故
が
多
発
し
て
い
る
。
飲
酒
の

発
覚
で
即
懲
戒
免
職
に
す
る
な

ど
市
長
の
英
断
を
。

市
長　

飲
酒
運
転
こ
れ
は
言
語

道
断
で
、
職
員
に
も
福
岡
の
事

件
・
大
分
の
事
件
等
が
あ
っ
て

直
に
、
厳
罰
に
処
す
と
云
う
こ

と
で
訓
示
を
致
し
ま
し
た
。
本
市
の

懲
戒
基
準
は
人
事
院
の
指
針
を
導
入

し
て
お
り
ま
す
が
、
県
も
今
回
の
事

故
を
か
ん
が
み
て
新
し
い
基
準
を
示

し
ま
し
た
。
市
と
し
て
も
早
急
に
検

討
、
新
し
い
基
準
を
導
入
し
、
重
い

罰
則
規
程
を
作
り
ま
す
。

●
市
税
未
収
金
に
つ
い
て

議
員  

市
税
の
徴
収
で
旧
国
東
町
の

過
年
度
分
固
定
資
産
税
４
億
９
千
万

円
を
超
え
る
未
収
金
が
有
る
が
、
こ

の
大
部
分
は
特
定
業
者
の
未
収
金
と

理
解
し
て
よ
い
か
。

市
長　

ご
指
摘
の
通
り
で
す
。
今
後

も
弁
護
士
と
相
談
し
て
色
々
と
対
策

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

子育て支援（いちご狩り）
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一 般一 般 質質 問問
●
配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て 

議
員　

８
月
18
日
、
防
災
行
政
無
線

で
市
内
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
中
止
の
放

送
が
あ
っ
た
。
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
必

要
と
し
て
い
る
人
は
自
分
で
炊
事
が

困
難
な
人
が
多
い
、
こ
う
い
う
と
き

に
こ
そ
届
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
福
祉

の
目
的
で
は
な
い
か
。
今
後
ま
た
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
す
の
か
。

市
長　

サ
ー
ビ
ス
を
お
受
け
に
な
っ

て
い
る
方
々
に
御
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。
普
通
な
ら
４
時
か
５
時
に

な
る
と
こ
ろ
を
、
台
風
襲
来
時
間
に

よ
っ
て
は
１
時
か
２
時
に
お
持
ち
す

る
こ
と
も
配
達
を
委
託
し
て
い
る
業

者
と
十
分
話
し
合
っ
て
検
討
し
ま

す
。

●
病
院
長
の
権

限
は

議
員　

今
の
状

況
の
ま
ま
で
は

病
院
の
信
頼
は

失
墜
し
経
営
は

悪
化
し
て
い
く
。

改
善
委
員
会
の

よ
う
な
も
の
は

あ
る
か
。
意
識

改
革
に
は
強
い

リ
ー
ダ
シ
ッ
プ

と
権
限
が
必
要

だ
が
病
院
長
の

権
限
は
ど
う
い

う
も
の
か
。

病
院
長　

改
善

委
員
会
と
い
う
名
称
の
も
の
は
な
い

が
、
接
遇
委
員
会
で
患
者
に
対
す
る

接
し
方
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
院
長

権
限
は
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
適

用
で
人
事
権
や
給
与
決
定
権
は
市
長

の
権
限
で
す
。
病
院
で
は
厳
重
に
口

頭
注
意
す
る
程
度
の
指
導
し
か
で
き

ま
せ
ん
。　

●
医
療
の
充
実
を 　

議
員　

医
療
技
術
へ
の
信
頼
を
得
る

た
め
の
医
師
の
確
保
と
医
療
設
備
の

充
実
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

病
院
長  

医
療
技
術
の
信
頼
確
保
以

前
に
医
師
の
人
数
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
ま
す
。
一
時
26
名
い
た
医
師

が
21
名
に
ま
で
減
っ
た
。
10
月
か
ら

整
形
外
科
と
小
児
科
の
御
夫
婦
の
医

師
が
確
保
で
き
た
の
は
病
院
に
と
っ

て
良
か
っ
た
。
消
化
器
内
科
、
呼
吸

器
内
科
の
医
師
を
大
学
に
も
派
遣
要

請
し
て
い
ま
す
。
設
備
は
十
分
揃
っ

て
ま
す
。
厚
労
省
の
医
療
制
度
改
革

は
大
病
院
有
利
に
な
っ
て
お
り
、
中

小
病
院
が
つ
ぶ
れ
る
の
を
待
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
も
の
で

す
。

議
員  

民
間
の
も
の
の
見
方
を
導
入

し
て
い
く
必
要
性
は
な
い
か
。

病
院
長　

20
以
上
の
委
員
会
で
活
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
他
の
優
秀

な
病
院
の
よ
い
と
こ
ろ
を
学
ん
で
経

営
の
あ
り
方
も
勉
強
を
続
け
て
い
ま

す
。　

市民病院
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一 般一 般 質質 問問
●
安
岐
は
平
成
20
年
度
開
校
・
開
園

議
員　

学
校
の
統
廃
合
の
進
捗
状
況

は
。

教
育
長　

安
岐
町
の
４
小
学
校
と
４

幼
稚
園
の
統
合
は
、
地
権
者
と
の
仮

契
約
が
終
了
し
、
現
在
は
用
地
造
成

の
測
量
に
入
っ
て
い
ま
す
。
平
成
20

年
に
開
校
・
開
園
の
予
定
で
す
。
国

東
町
の
４
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
国
東
高
校
跡
地
を
県
か
ら
譲
り

受
け
る
予
定
で
、
21
年
に
新
統
合
中

学
校
開
校
の
方
向
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

議
員  

高
校
の
再
編
で
、
現
国
東
農

工
高
校
前
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
が

対
策
は
。

市
長　

右
折
レ
ー
ン
を
つ
け
る
と
か

車
が
寄
り
つ
き
や
す
い
よ
う
に
ひ
ろ

げ
る
と
か
、
何
と
か
対
策
を
考
え
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て 

議
員　

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
装
置

に
つ
い
て
は
シ
ス
テ
ム
内
容
が
統
一

さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
。
今
後
の

取
り
組
み
は
。

市
長　

現
在
、
国
見
が
61
台
、
国
東

町
が
１
３
０
台
、
武
蔵
町
が
１
５
０

台
、
安
岐
町
が
97
台
設
置
、
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
通
報
先
は
、
国

見
町
と
国
東
町

は
市
役
所
で
、

武
蔵
町
は
む

さ
し
苑
、
安
岐

町
は
24
時
間
体

制
の
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
と
い
う

民
間
企
業
で
受

け
付
け
て
い
ま

す
。
今
後
は
、

24
時
間
の
受
信

体
制
と
受
信
先

を
統
一
し
た
シ

ス
テ
ム
に
し
た

い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
市
有
地
の
活
用
は　

議
員　

遊
休
市
有
地
の
状
況
と
今
後

の
活
用
法
は
。

市
長  

遊
休
市
有
地
は
、
国
見
町
が

６
ha
、
国
東
町
が
28
ha
、
武
蔵
町
が

６
ha
、
安
岐
町
が
４
ha
で
市
内
全
部
で

44
ha
で
す
。国
東
が
28
ha
と
多
い
の
は
、

ゴ
ル
フ
場
の
関
係
で
買
収
し
た
土
地

が
12
ha
ほ
ど
あ
り
若
干
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
市
有
地
に
民
活
を
利

用
し
て
ア
パ
ー
ト
を
建
て
れ
ば
、
そ

の
分
土
地
代
が
不
要
で
家
賃
が
安
く

な
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
そ
こ
に
住

ん
で
も
ら
っ
て
市
内
の
企
業
に
就
職

し
て
も
ら
う
の
が
一
番
理
想
だ
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
う
い
う
方
向
で
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 安岐町の統合小学校建設予定地
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一 般一 般 質質 問問
●
荒
廃
み
か
ん
園
の
有
効
利
用
対
策

に
つ
い
て

議
員　

荒
廃
み
か
ん
園
の
農
業
振
興

計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
農
業
振
興
地
域
の
指
定

は
い
つ
ま
で
続
け
る
の
か
。そ
し
て
、

地
目
変
更
は
で
き
な
い
か
。
荒
廃
み

か
ん
園
に
対
す
る
課
税
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

市
長　

荒
廃
み
か
ん
園
を
何
か
に
活

用
す
る
方
法
を
協
議
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
第
一
種
及
び
耕

種
農
地
に
つ
い
て
は
、原
則
と
し
て
、

農
振
除
外
及
び
地
目
変
更
は
、
不

許
可
に
な
っ
て
い
ま
す
。
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
の
み
か
ん
園
に
つ
き
ま
し
て

は
、
現
況
で
課
税
し
て
い
ま
す
。

●
水
害
の
予
防
対
策
に
つ
い
て

議
員　

国
東
市
に
危
険
な
た
め
池
は

ど
の
程
度
あ
る
の
か
。
河
川
、
谷
川

の
安
全
点
検
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
予
防
治
山
ダ
ム
等
の
設
置
状

況
、
並
び
に
今
後
の
取
り
組
み
は
。

雨
量
計
の
設
置
状
況
と
災
害
査
定

の
デ
ー
タ
は
ど
こ
の
雨
量
計
を
使
う

の
か
。
そ
し
て
防
災
無
線
の
運
用
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
で
き
て
い
る
の
か
。

市
長　

県
が
指
定
し
た
危
険
た
め
池

は
２
８
９
ヵ
所
中
１
２
６
ヵ
所
で
す
。

河
川
等
の
日
常
安
全
点
検
は
行
っ
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
毎
年
、
草
刈
り

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
予
防
治

山
ダ
ム
は
１
１
２
ヵ
所
、
砂
防
ダ
ム

は
60
ヵ
所
で
、
地
元
の
要
望
に
よ
り

県
に
申
請
し
ま
す
。
雨
量
計
は
、
大

分
県
が
各
町
に
一
ヵ
所
ず
つ
雨
量

観
測
所
を
設
置
し
て
お
り
、
こ
れ
は

災
害
査
定
の
デ
ー
タ
と
し
て
使
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
15
ヵ
所
設
置
し
て
い

ま
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
今
後
急
い
で

整
備
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

●
鹿
の
被
害
対
策
に
つ
い
て

議
員　

鹿
の
被
害
状
況
と
抜
本
的
な

被
害
防
止
対
策
は
。

市
長  

平
成
18
年
度
６
月
ま
で
の
有
害
鳥

獣
被
害
状
況
は
、
被
害
面
積
１
２
、８
３

ha
、
農
作
物
が
１
１
６
万
２
１
８
０

㎏
、
林
産
物
が
１
万
２
１
０
０
本
、
金

額
で
２
５
８
１
万
５
千
円
で
す
。
被

害
防
止
対
策
は
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲

事
業
、
電
気
柵
や
野
生
鳥
獣
被
害

防
護
柵
等
の
設
置
に
よ
る
捕
獲
及
び

追
い
払
い
、
お
ど
し
に
よ
る
被
害
防

止
対
策
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現在

パイロット造成当時（昭和38年頃）
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一 般一 般 質質 問問
●
小
中
学
校
の
統
廃
合
の
方
向
性
は

議
員　

教
育
は
人
づ
く
り
。
地
域
で

ど
う
育
て
て
い
く
の
か
、
教
育
環
境

の
整
備
、
学
校
の
統
廃
合
の
方
向
性

は
。

教
育
長　

児
童
生
徒
数
の
激
減
に
よ

り
、
複
式
学
級
や
学
年
ゼ
ロ
の
学
校

も
あ
り
ま
す
。
一
人
一
人
に
行
き
届

い
た
指
導
が
で
き
る
利
点
の
反
面
、

仲
間
か
ら
の
刺
激
が
な
く
、
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
が
少
な
い
欠
点
が
あ

り
ま
す
。
安
岐
町
の
４
小
学
校
、
国

東
町
の
中
学
校
統
合
が
進
ん
で
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
望
ま
し
い
、
教

育
環
境
整
備
計
画
を
検
討
中
で
す
。

議
員　

旧
蒲
江
高
校
は
県
が
改
修
し

て
、
統
合
中
学
校
に
譲
渡
し
て
い
ま

す
。
国
東
高
校
は
ど
う
か
。
ま
た
、

地
元
の
意
見
や
要
望
を
聞
く
準
備
委

員
会
を
設
置
す
る
考
え
は
。

教
育
長　

蒲
江
翔
南
中
学
校
を
視
察

し
て
参
考
に
し
、
県
に
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
県
の
情
勢
も
蒲
江
の

当
時
と
情
勢
が
随
分
変
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
跡
地
利
活
用
委
員
会
で
検
討

す
る
と
い
う
事
で
あ
り
ま
す
。
市
と

し
て
も
統
合
推
進
委
員
会
等
で
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
成
年
後
見
人
制
度
に
つ
い
て

議
員　

高
齢
者
の
認
知
症
、身
体
的
、

経
済
的
な
虐
待
等
深
刻
で
す
。
成
年

後
見
人
制
度
は
活
用
さ
れ
て
い
る

か
、
又
必
要
な
援
助
と
対
策
は
。

市
長  

判
断
能
力
が
低
下
し
た
高
齢

者
を
標
的
に
し
た
詐
欺
行
為
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
平
成
12
年
か
ら
導

入
さ
れ
た
の
が
成
年
後
見
人
制
度
で

す
。
判
断
能
力
が
不
充
分
な
人
が
安

心
し
て
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

契
約
行
為
等
代
行
す
る
援
助
者
、
後

見
人
を
家
庭
裁
判
所
に
選
ん
で
も

ら
っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
制
度

で
す
。
今
の
と
こ
ろ
本
市
で
利
用
し

て
い
る
人
は
お
り
ま
せ
ん
。
似
て
い

ま
す
が
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

の
利
用
者
は
６
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。

判断能力の不十分な方々 

支
援
 

保
護
 

成年後見制度って どんな制度ですか？ 

　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力の不十分な方々は、
不動産や預貯金などの財産を管理したり、身のまわりの世話のために介護
などのサービスや施設への入所に関する契約を結んだり、遺産分割の協議
をしたりする必要があっても、自分でこれらのことをするのが難しい場合
があります。また、自分に不利益な契約であってもよく判断できずに契約を
結んでしまい、悪徳商法の被害にあうおそれもあります。このような判断能
力不十分な方々を保護し、支援するのが成年後見制度です。 
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大谷　和義 議員
現段階では利用者なし

成年後見人制度に         
　　　　　　ついて



一 般一 般 質質 問問
●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て

議
員　

安
岐
町
の
基
本
料
金
が
将
来

維
持
で
き
な
い
と
い
う
見
解
の
根
拠

は
。

市
長　

安
岐
町
と
し
て
は
過
剰
な
設

備
を
置
か
ず
、
基
本
料
金
を
低
く
抑

え
て
将
来
国
東
市
に
合
併
し
て
も
負

担
と
な
ら
な
い
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
的
な

設
計
と
し
て
い
る
。
国
東
市
と
し
て

進
め
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業

も
財
政
的
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
計
画
し
て
い
き
ま
す
。
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
だ
け
で
採
算
が
取
れ
る
よ
う

な
内
容
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
基
本
的
な
計
画
が
煮
詰

ま
っ
て
な
い
の
で
次
期
議
会
に
基
本

姿
勢
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

議
員　

Ｉ
Ｐ
電
話
導
入
に
お
け
る
災

害
時
対
策
な
ど
は
万
全
か
。

市
長　

Ｉ
Ｐ
電
話
に
は
告
知
端
末

を
つ
け
る
こ
と
で
緊
急
告
知
や
行

政
情
報
の
伝
達
も
で
き
る
こ
と
か
ら

将
来
的
に
は
導
入
も
可
能
だ
が
、
現

時
点
で
は
防
災
無
線
に
加
え
て
整
備

す
る
と
い
う
こ
と
は
過
剰
投
資
と
考

え
、
導
入
す
る
考
え
は
な
い
。
現
在

の
一
般
電
話
と
併
用
す
る
こ
と
で
携

帯
電
話
等
の
通
信
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
の
ご
家
庭
で
は
こ
れ
ま
で
ど

お
り
停
電
の
際
も
電
話
も
可
能
で
あ

り
、
一
般
電
話
を
併
用
す
る
こ
と
も

選
択
肢
の
一
つ
で
す
。

　
●
雇
用
問
題
に
つ
い
て　

議
員　

大
手
誘
致
企
業
労
働
者
の
雇

用
実
態
は
。

市
長  

キ
ヤ
ノ
ン
の
正
規
社
員
８
５
０

人
・
請
負
派
遣
社
員
１
，
９
５
０
人
、

ソ
ニ
ー
の
正
規
社
員
４
４
８
人
・
請
負

派
遣
社
員
４
４
３
人
、
パ
ス
カ
ル
の
正

規
社
員
１
１
０
人
・
派
遣
社
員
15
人
、

京
製
メ
ッ
ク
が
正
規
社
員
１
５
３
人
・

請
負
派
遣
社
員
37
人
で
す
。
市
と
し

て
の
対
応
策
は
、
機
会
が
あ
る
ご
と

に
地
元
か
ら
の
正
規
雇
用
の
お
願
い

を
し
て
い
る
、
特
に
高
校
卒
業
生
徒

の
採
用
を
希
望
し
て
い
る
。
請
負
契

約
の
社
員
等
々
の
問
題
等
は
大
き
な

社
会
問
題
で
あ
る
の
で
、
市
長
会
等

で
課
題
を
持
ち
出
し
県
等
に
善
処
す

る
よ
う
要
望
し
て
い
き
た
い
。
企
業

誘
致
に
よ
る
雇
用
、
税
収
の
確
保
、

ア
パ
ー
ト
等
住
宅
の
供
給
等
本
市
の

振
興
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
の
で
、

積
極
的
に
地
場
企
業
の
育
成
と
あ
わ

せ
て
推
進
し
て
い
く
。

●
障
が
い
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て

議
員  

国
東
市
独
自
の
支
援
策
を
。

市
長　

国
東
市
と
し
て
は
、
県
・
大

分
市
・
別
府
市
・
日
田
市
や
他
の
市

町
村
の
推
移
を
見
な
が
ら
考
え
て
い

き
た
い
。
今
後
で
き
る
だ
け
こ
う
い

う
利
用
者
の
皆
さ
ん
方
に
負
担
増
に

な
ら
な
い
よ
う
な
施
策
を
検
討
し
、

新
年
度
か
ら
取
り
組
め
る
よ
う
な
形

で
前
向
き
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

キヤノン新工場
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正規社員の雇用拡大を

地元採用を要望



一 般一 般 質質 問問
●
各
地
区
の
隣
保
班
体
制
に
つ
い
て

議
員　

隣
保
班
体
制
は
、
高
齢
化
や

人
口
減
少
に
よ
る
班
員
数
減
少
で

運
営
状
況
が
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
る
が
見
直
し
等
を
含
め
て
市

と
し
て
考
え
は
。

市
長　

市
と
し
て
も
何
ら
か
の
対

応
策
は
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
、
区

の
合
併
ま
た
は
区
の
中
の
隣
保
班

の
合
併
を
住
民
と
協
議
し
て
い
く

と
い
う
方
向
で
区
長
会
等
の
席
で

提
案
を
し
て
い
き
た
い
考
え
て
い

ま
す
。

●
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

議
員　

①
18
年
度
の
事
業
内
容
は
。

②
入
札
は
い
つ
ご
ろ
か
。

③
一
般
財
源
で
な
く
特
別
会

計
と
し
事
業
所
の
届
出

を
す
れ
ば
消
費
税
等
の

還
付
を
受
け
ら
れ
が
。

市
長　

①
国
東
町
の
都
市
計
画
区

域
内
、
鶴
川
・
田
深
の

街
部
分
は
総
務
省
、
そ

れ
以
外
の
武
蔵
町
全
域
、

国
東
町
の
都
市
部
以
外
、

国
見
町
の
全
域
は
農
水

省
の
予
算
で
実
施
し
、

19
年
、
20
年
で
全
市
が

完
成
す
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

②
全
市
の
設
計
が
出
さ
れ

て
お
り
、
11
月
頃
に
は

設
計
が
出
来
上
が
る
の

で
12
月
議
会
に
で
も
全

体
的
な
計
画
、
市
の
考

え
を
含
め
て
議
会
に
報

告
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
今
後
ど
う
い
う
形
で
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
を
運
営
す
る

の
か
基
本
的
な
考
え
を
決

め
、
特
別
会
計
で
行
う
の

か
、
市
の
一
般
会
計
の
中

で
や
っ
て
い
く
の
か
、
設

計
が
上
が
り
次
第
報
告
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
教
育
の
現
状
と
方
向
性
に

つ
い
て
議
員　

学
校
現
場
で

生
き
る
力
を
育
む
と
い
う
言

葉
を
よ
く
聞
く
が
、
生
き
る

力
の
本
質
と
は
何
な
の
か
。

教
育
長  

中
教
審
の
答
申
が

出
さ
れ
て
お
り
、
内
容
を
総

じ
て
言
え
ば
、
生
き
る
力
を

育
む
と
は
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

あ
る
発
達
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
教
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
指
導
に
つ
い
て

議
員  
今
、
子
ど
も
た
ち
に
パ
ソ
コ

ン
を
小
学
校
・
中
学
校
で
基
礎
的

な
も
の
を
教
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、

又
、
誰
も
が
統
一
し
た
も
の
で
指
導

で
き
て
い
る
の
か
。

教
育
長　

児
童
・
生
徒
に
指
導
で

き
る
教
員
は
、
小
学
校
で
１
９
２
人

中
１
８
４
人
、
率
に
し
て
96
％
、
中

学
校
で
は
98
人
中
91
人
、
率
に
し
て

93
％
で
計
２
９
０
人
中
２
７
５
人
、

率
に
し
て
95
％
な
の
で
、
ほ
ぼ
全
員

が
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

12

パソコン学習

国東市議会だより  ２号

堀
田　

一
則 
議
員

教
育
の
生
き
る
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と
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知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
発
達



一 般一 般 質質 問問
●
行
政
改
革
に
つ
い
て

議
員　

行
政
改
革
大
綱
の
実
施
時

期
・
期
間
・
構
成
人
数
等
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

本
市
の
行
財
政
改
革
大
綱

で
、
給
与
等
の
見
直
し
は
本
年
10
月

よ
り
実
施
し
ま
す
。
事
務
事
業
の
再

編
や
整
理
・
廃
止
・
統
合
に
つ
い
て

は
可
能
な
項
目
か
ら
実
施
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
経
費
節
減
へ
の
対
応

で
、
補
助
金
の
交
付
基
準
・
委
託
料

等
の
削
減
も
本
年
よ
り
実
施
し
、
な

お
、
本
年
か
ら
22
年
ま
で
の
５
年
間

を
考
え
て
お
り
、
委
員
は
各
方
面
よ

り
13
名
程
度
を
予
定
し
10
月
頃
に
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置
し
た

い
。

●
税
収
に
つ
い
て

議
員　

景
気
回
復
に

よ
り
三
位
一
体
の
税

源
移
譲
で
増
額
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
我
市
に
お
い
て

も
国
が
示
す
よ
う
な

税
源
が
間
違
い
な
く

見
込
め
る
の
か
。

市
長　

税
源
移
譲
の

国
の
基
本
的
な
考
え

方
は
、
三
位
一
体
改

革
の
一
環
と
し
て
国

庫
補
助
負
担
金
改
革

を
受
け
所
得
税
か
ら

個
人
住
民
税
へ
税
源

移
譲
を
行
う
。
こ
の

税
源
移
譲
分
を
試
算
し
ま
す
と
19
年

度
分
は
２
億
円
か
ら
２
億
１
千
万
円

程
増
え
る
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

●
中
期
財
政
計
画
立
案
は

議
員　

合
併
時
に
旧
４
町
よ
り
事
業

計
画
書
で
４
０
０
億
円
、
今
回
の
過

疎
計
画
で
も
２
０
０
億
円
の
事
業
が

計
上
さ
れ
て
お
り
、
財
政
的
に
厳
し

い
中
で
消
化
が
出
来
な
い
の
で
は
。

計
画
等
の
緊
急
性
か
ら
新
た
な
中

期
財
政
計
画
を
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

市
長  

新
市
の
建
設
計
画
で
、
合
併

後
の
財
政
規
模
で
は
事
業
を
消
化
す

る
の
は
困
難
で
あ
り
、
実
施
に
つ
い

て
は
総
合
的
に
考
慮
し
て
い
き
、
緊

急
性
・
必
要
性
の
高
い
も
の
か
ら
順

次
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
中

期
財
政
計
画
書
は
11
月
中
旬
に
は
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

●
防
災
対
策
に
つ
い
て

議
員　

災
害
発
生
の
場
合
の
司
令
等

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
市

民
に
安
心
・
安
全
の
観
点
か
ら
早
め

に
示
す
べ
き
で
は
。

市
長　

現
在
、
国
東
市
防
災
計
画
を

策
定
中
で
あ
り
来
年
９
月
頃
完
成
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
で

は
、
災
害
時
に
は
総
合
支
所
毎
で
避

難
勧
告
・
指
示
が
で
き
る
柔
軟
な
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

東南海沖地震を想定した防災訓練

国東市議会だより  ２号13

渡 　俊樹 議員
早急な財政計画の策定

財政基盤の安定を



一 般一 般 質質 問問
●
権
限
移
譲
に
つ
い
て

議
員　

国
か
ら
地
方
へ
の
権
限
移
譲

が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
国
政
、県
政
、

市
政
の
関
係
は
ど
う
な
る
と
考
え
て

い
る
か
。

市
長　

権
限
移
譲
は
歓
迎
す
る
が
、

そ
れ
に
伴
う
税
源
移
譲
も
合
わ
せ

て
行
う
こ
と
を
強
く
要
望
し
て
い
ま

す
。
県
も
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
を

提
案
し
て
い
ま
す
が
税
源
が
ほ
と
ん

ど
移
譲
さ
れ
ま
せ
ん
。
合
併
し
職
員

を
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

に
、
権
限
移
譲
だ
け
で
は
職
員
を
増

や
す
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
県
と
意

見
が
対
立
し
て
い
ま
す
。

●
対
話
行
政
に
つ
い
て 

議
員　

市
民
は
合
併
で

夢
の
あ
る
国
東
市
へ
の

期
待
と
周
辺
地
の
過
疎

化
へ
の
不
安
が
交
錯

し
て
い
る
。
旧
４
町
の

垣
根
を
取
り
除
き
対
話

行
政
の
推
進
で
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
国
東
市
政

を
す
す
め
て
も
ら
い
た

い
。
市
長
の
見
解
は
ど

う
か
。

市
長　

市
民
の
み
な
さ

ん
の
生
の
声
を
お
伺
い

す
る
よ
う
な
姿
勢
を
今
後
と
も
進
め

て
い
き
た
い
。
10
月
と
11
月
で
17
日

間
行
政
懇
談
会
を
小
学
校
単
位
で
行

い
ま
す
。

●
給
与
削
減
の
効
果　

議
員　

義
務
的
経
費
の
削
減
対
策

に
つ
い
て
は
、
四
役
並
び
に
職
員
給

与
の
引
き
下
げ
な
ど
、
今
回
の
削
減

対
策
で
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
が
あ
る
の

か
。
今
後
の
削
減
対
策
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

市
長  

市
長
等
四
役
の
給
与
カ
ッ
ト

は
、
４
年
間
で
約
８
０
０
万
円
、
職

員
分
が
７
億
円
、
職
員
の
中
で
も
管
理

職
手
当
の
カ
ッ
ト
で
４
，５
０
０
万
円
。

合
計
で
７
億
５
千
万
円
程
度
の
効
果

に
な
り
ま
す
。
今
後
の
対
策
と
し

て
は
勧
奨
退
職
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。
来
年
春
も
定
年
退
職
は
３
名
で

す
が
、
退
職
勧
奨
に
応
じ
た
方
は
10

名
を
超
え
ま
し
た
。
行
政
大
綱
で
補

助
金
の
カ
ッ
ト
な
ど
で
効
果
も
出
て

く
る
と
思
う
が
、
具
体
的
に
は
ま
だ

出
て
い
ま
せ
ん
。

議
員  

行
政
経
験
の
長
い
助
役
と
し

て
、
職
員
を
ま
と
め
行
財
政
改
革
を

断
行
し
、
市
長
に
ど
の
よ
う
に
助
言

し
て
任
務
を
遂
行
す
る
の
か
。

助
役　

経
常
経
費
の
削
減
と
投
資
的

経
費
の
費
用
対
効
果
を
見
極
め
実
施

し
て
い
き
た
い
。
常
に
適
正
な
財
政

状
況
の
把
握
を
的
確
に
努
め
た
い
。

安
岐
町
で
自
主
再
建
し
た
時
代
の
経

験
を
ふ
ま
え
、
市
長
と
十
二
分
に
協

議
を
重
ね
健
全
財
政
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

市政懇談会（国見町）
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溝部　元生 議員

給与削減の効果は

4年間で7億5千万円



一 般一 般 質質 問問
●
行
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

議
員　

財
政
健
全
化
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
対
策
が
と
ら
れ
た
か
。

市
長  

事
務
事
業
等
の
再
編
整
備
、

ま
た
は
廃
止
統
合
等
を
具
体
的
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
委
託
料
に
つ
き
ま
し
て
も
十
分

検
討
し
、
不
要
と
思
わ
れ
る
事
業
等

に
つ
い
て
は
極
力
カ
ッ
ト
し
て
い
く

方
向
で
努
力
し
ま
す
。

総
務
企
画
部
長　

ま
ず
、
職
員
の
賃

金
カ
ッ
ト
で
す
。
全
職
員
５
％
カ
ッ

ト
で
、
４
年
間
で
約
７
億
円
。
４
役

で
約
８
０
０
万
円
。
管
理
職
手
当
で

約
４
，
５
０
０
万
円
の
カ
ッ
ト
を
い

た
し
ま
す
。
ま
た
公
用
車
も
９
台
あ

り
す
の
で
、
４
台
に
し
、
残
り
５
台

は
入
札
売
却
処
分
す
る
予
定
で
す
。

議
員　

特
別
会
計
の
見
直
し
に
つ
い

て
の
考
え
は

市
長　

一
般
会
計
よ
り
も
特
別
会
計

の
方
が
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
利
点

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
十
分
に
中
身

の
精
査
を
し
て
民
間
に
委
託
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
民
間
に
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
議
員　

職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

市
長  

上
か
ら
下
に
通
達
的
に
下
ろ

し
て
い
く
と
い
う
形
に
し
か
取
れ
ま

せ
ん
が
、
新
市
を
つ
く
っ
て
い
く
ん

だ
と
い
う
意
識
、
市
民
あ
っ
て
の
職

員
だ
と
い
う
こ
と
を
接
遇
を
含
め
て

徹
底
を
図
り
ま
す
。

総
務
企
画
部
長  

毎
月
２
回
部
長
会

議
を
開
き
、
そ
の
内
容
が
課
長
、
課

員
に
届
く
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

秋
ま
で
に
職
員
研
修
も
計
画
し
て
い

ま
す
。

●
農
業
振
興
策
に
つ
い
て

議
員  

山
間
ゾ
ー
ン
、
中
山
間
ゾ
ー

ン
、
臨
海
ゾ
ー
ン
ご
と
の
特
徴
を
生

か
し
た
農
業
振
興
策
は
。

市
長  

集
落
営
農
組
織
は
、
現
在
７

集
落
が
法
人
化
さ
れ
、
２
集
落
が
準

備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
と
は

別
に
任
意
の
集
落
営
農
組
織
を
本
年

度
中
に
10
以
上
つ
く
り
あ
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

産
業
商
工
部
長　

Ｊ
Ａ
や
地
方
振
興

局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
産
地
づ
く
り
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

農事組合法人設立総会（国東町）
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諸 

冨 　

忠 
議
員

特
別
会
計
の
見
直
し

                   

に
つ
い
て

民
間
で
で
き
る
も
の
は
民
間
に



一 般一 般 質質 問問
●
農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

議
員　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策

で
の
法
人
化
の
現
状
と
進
捗
状
況
、

目
標
は
。
市
独
自
の
補
助
金
は
出
せ

な
い
か
。
ま
た
、
和
牛
の
肥
育
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

市
長　

現
在
７
法
人
あ
り
、
今
年
度

中
に
２
法
人
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
任
意
の
組
織
と
し
て
10
か
ら

14
組
織
が
設
立
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。
集
落
営
農
で
余
っ
た
余

力
を
利
用
し
て
現
金
化
で
き
る
農
産

物
の
耕
作
が
で
き
る
よ
う
、
市
独
自

の
方
策
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
和
牛
の
肥
育
に
は
、
県
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
と
し
て
も

推
奨
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

●
福
祉
事
業
に
つ
い
て

議
員　

介
護
保
険
が
変
わ
っ
て
の
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
障
が
い

者
自
立
支
援
法
施
行
後
の
国
東
市
独

自
と
し
て
の
軽
減
措
置
は
。

市
長　

介
護
保
険
は
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
度
の
格
差
、
掛
金
の
低
年
齢
化

等
、
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
と
言
え

ま
す
。
障
が
い
者
自
立
支
援
法
の
基

準
を
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
市

が
考
え
る
方
向
で
来
年
度
か
ら
実
行

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
独
自
の
事
業
を
や
っ
て
い

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
公
共
工
事
の
発
注
に
つ
い
て

議
員　

入
札
方
法
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
を
取
り
上
げ
て
、
コ
ス
ト
削
減

を
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長  

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
い
う

の
は
コ
ン
ペ
方
式
と
違
っ
て
業
者
か

ら
提
案
し
て
も
ら
い
、
審
査
委
員
会

で
決
め
て
い
く
方
式
で
、
市
の
費
用

は
い
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
、
弥
生

の
ム
ラ
や
国
見
町
給
食
セ
ン
タ
ー
も

こ
の
方
法
で
し
た
。
安
岐
統
合
小
学

校
も
こ
の
方
法
で
や
り
ま
す
。ま
た
、

来
年
度
か
ら
予
定
価
格
の
公
表
も
取

り
入
れ
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

国見町給食センター
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吉松　京一 議員
来年度から予定価格公表

これからの入札方法



　9月 14日、午前 10時より平成 18年度、9月定例会において付託された、関係案件につ

いて総務委員会を開催した。

　関係各部より付託案件について説明を求め審議致しました。

【関係案件】

　【一般会計】

　　《平成18年度国東市一般会計補正予算総務関係部分》

　【一般議案】

　　  《国東市過疎地域自立促進計画について》

　　  《国東市特別職等の職員の給与の特例に関する条例の制定について》

　　  《国東市一般職員の給与の特例に関する条例の制定について》

　　  《国東市職員の給与に関する条例の一部改正について》

　　  《大分県消防補償等組合規約の一部変更について》

　【陳情案件】

　　  《「集配局の廃止再編計画に反対する意見書」採択に関する陳情について》

　以上の案件について、慎重に審議した結果、一般議案は原案のとおり可決すべきと決定し、

また陳情案件についても、採択すべきとの結論に達し、意見書の提出を委員会として了承した。

委員会報告

総務常任委員会 　　　総務常任委員会　委員長　　馬　場　將　郎

　9月定例会において、厚生常任委員会に付託された平成17年度国東市民病院の決算、一般会

計・特別会計補正予算や乳幼児医療の助成に関する条例の一部改正など議案9件について審議

しました。

　介護保険制度や乳幼児医療費助成制度の改正、障がい者自立支援法の全面改正による対象者

や関係機関への影響、今後の対策について審議いたしました。病院問題では、深刻な医師不足に

追い込まれており、緊急かつ長期的な展望にたった対策が必要になっていることを確認し、い

ずれも原案のとおり可決すべきものとしました。

　10月10日には、「武蔵町における土砂による土地の埋立」の協議のため委員会が開催されま

した。当日、土砂埋立の事前申請書が撤回された旨説明を受けましたが、委員会として県外土の

持込については環境悪化の恐れがあることから反対の立場を貫くことを執行部に要求しました。

厚生常任委員会 　　　厚生常任委員会　委員長　　諸　冨　   忠　
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●文教常任委員会視察研修
　10月5日より兵庫県へ視察研修を行いました。国東市で
は今後学校統廃合が予定され、それに伴い廃校になる校舎
や跡地利用が大きな課題となります。そこで初日は文部科
学省平成15年度「廃校リニューアル50選」にも選ばれた
篠山市にある「チルドレンズミュージアム」（こども博物館）
を視察しました。篠山市では、廃校となった旧多紀中学校
の趣ある古い木造校舎を残そうという地元の要望もあって
大改装を施し平成13年7月に施設がオープンしました。
4つの棟の建物と運動場を改装した庭園など夢の世界のような所でした。創造豊かな人づくり・子
どもたちの「生きる力」を育む拠点づくりを基本理念として設立され、学校等と連携して授業の
一環としても利用されています。幼稚園は遠足などで、小中学校は総合学習や社会見学・ボランティ
ア活動に教職員研修、大学・専門学校は博物館学芸員実習やインターンなどに利用され年間7万
人の入館者で賑わっていました。2万2千㎡の敷地に総事業費18億円（建設費11億円・展示業
務委託6億円・用地補償費1億3千万円）財源として当時合併特例債第1号となった17億円が
投じられた。運営には3名の市職員が出向されていますが、その他のスタッフは市が100％出資
の株式会社の社員でした。素晴らしい施設ですが、年間経費において入館料などの歳入が2千万円、
人件費などの歳出が9千万円となっているため、観光施設
なのか教育施設なのかなどが大きな課題となっていました。
　2日目は明石市で行われている「のじぎく兵庫国体」のウ
エイトリフティング会場を視察しました。国東市では来年
がプレ国体、2年後には国体の会場となります。全国から集
まる選手や関係者への歓迎環境や会場の設営状況などを視
察しました。初めて目の前で見たウエイトリフティングの
迫力と面白さに感激しました。国東市での開催の大成功を
期待します。

委員会報告

文教常任委員会 　　　文教常任委員会　委員長　　堤　   康二郎
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　9月 14日アスト 3階会議室にて、委員会付託された 3議案について議案審議を行った。
第31号議案「一般会計補正予算」の関係部分の主なものは武蔵東小学校校舎補修工事費・安
岐町の統合小学校土地購入費・小学生の防犯ブザー購入費などでした。第42号議案「体育施
設条例の一部改正について」は国見パークゴルフ場オープンに向けての施設使用料等を定める
改正でした。第50号議案「土地の取得について」は今年度及び19年度に建設予定の安岐町
統合小学校・幼稚園等の土地取得について、8,672㎡を 73,400,605円で購入するものでし
た。3議案とも原案のとおり可決しました。



　去る 9月 16日から 17日まで、大分県民体育大会の議員ソフトボール競技が別府市営

野口原で、陸上競技が大分スポーツ公園で行われました。

　ソフトボールは、市町村合併により出場

チームの編成が大きく変わる中、国東市チー

ムは 2連覇を目指し活躍しました。1回戦は

臼杵市に8－5で勝利、2回戦は日出町に6－1

で圧勝しましたが、残念ながら台風のため

準決勝以降は中止となりました。

　陸上は、17日雨の中、九石ドームで競技が

行われました。100ｍ走で野田議員が見事3

位に、400 ｍリレー（元永議員、 橋議員、

白石議員、野田議員）でも3位に入賞しました。

県体議員ソフトボールは台風のため中途中止。
陸上は、100ｍ走、400ｍリレーで3位に入賞。

　平成 18年 9月定例会において、当委員会に審査を付託された認定 2件、平成 18年度一

般会計補正予算のうち当委員会に関係する部分をはじめとする議案 9件、道路特定財源制度

の堅持に関する意見書提出についての要望 1件について、9月 15日当委員会を開催し、委

員全員の出席のもと担当部長並びに担当課長に詳細な説明を求め慎重審議した。その結果認

定2件、議案9件について全て原案のとおり可決すべきものと決定した。要望1件について

も採択すべきものと決定した。

　審議の経過について、農業振興費の中の農林水産物東京フェアーについては、場所の見直

しをする必要があるのではとの意見で一致した。また、大分空港で開催したらどうかとの意

見もあった。

　土木建設部関係の意見として、関係する事業の入札結果並びに工事の着手状況について当

委員会に報告するよう執行部に求めた。

　また、産業商工部関係では、林道・農道の舗装事業（45パーセント補助）に関する補助金

申請状況について説明を受けた。その結果、当初の予算以上に申請が出ているとのことであ

るが、高齢化により道路の維持管理が出来なくなっており、舗装事業は重要なことであるの

で不足分については補正をして年内に実行するよう要望した。

委員会報告

産業常任委員会 　　　産業常任委員会　委員長　　丸小野　宣　康
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国
東
市
議
会
だ
よ
り
は
古
紙
100
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

　

議
会
だ
よ
り
第
１
号
を
読
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
よ
り

良
い
議
会
だ
よ
り
に
す
る
為
、
委
員
全
員
、
研
鑽
に
励
ん
で
い

ま
す
。

　

第
１
号
の
表
紙
の
川
舟
祭
に
は
、
私
も
保
存
会
が
結
成
さ
れ

て
か
ら
参
加
し
、
篝か

が
り
び火
舟
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
、
ぜ
ひ

見
に
来
て
下
さ
い
。

　

さ
て
、
紅
葉
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
紅
葉
と
言
え
ば

思
い
出
す
山
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
新
潟
県
と
山
形
県
の
県

境
に
あ
る
朝
日
連
峰
と
言
う
山
々
で
す
。
標
高
は
１
７
０
０
ｍ

か
ら
１
８
０
０
ｍ
く
ら
い
で
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
日
本
の
名
峰
」
で
は
、
残
念
な
が
ら
紹
介
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
山
全
体
が
紅
葉
と
黄
葉
に
染
り
、
素
晴
し

い
景
観
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
山
は
、
紅
葉
の
季
節
だ
け
で
な
く
、
初
夏
に
は
、
ブ
ナ

の
新
緑
と
高
山
植
物
の
お
花
畑
、
そ
し
て
、
雪
渓
が
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
冬
季
に
は
、
何
ｍ
も
の
雪
が
積
も

り
白
銀
の
世
界
と
な
り
ま
す
。
一
週
間
、
吹
雪
で
動
け
な
い
時

も
あ
り
ま
し
た
。
四
季
を
通
し
て
何
回
も
登
っ
た
山
で
す
。

　

今
、子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
登
山
、

特
に
、
泊
り
を
伴
う
登
山
は
、
子
ど
も
た
ち
に
感
動
を
与
え
、

我
慢
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
そ
し
て
、
惻そ

く
い
ん隠
（
思
い
や
り
）
を
学
ば

さ
せ
る
と
思
い
ま
す
。
登
山
は
自
己
完
結
型
だ
か
ら
で
す
。
機

会
が
あ
れ
ば
、
挑
戦
さ
せ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

　

私
も
、ど
こ
か
に
登
り
に
行
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
前
に
体
力
が
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
木
付
）

発
行
責
任
者　

猪
俣　

俊
雄

編
集
委
員
長　

吉
松　

京
一

〃
副
委
員
長　

木
付　

親
次

〃　

委　

員　

橋　

正
之

〃　
　
　
　
　

白
石　

明

〃　
　
　
　
　

木
田　

憲
治

〃　
　
　
　
　

丸
小
野
宣
康

〃　
　
　
　
　

大
谷　

和
義

〃　
　
　
　
　

宮
永　

英
次

編

集

後

記

８
月
29
日　

総
務
委
員
会

９
月
１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

11
日
〜
22
日　

　
　
　
　
　

第
２
回
定
例
会

　
　

14
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　
　

文
教
委
員
会

　
　
　
　
　

厚
生
委
員
会

　
　

15
日　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

29
日　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

10
月　

　
　

５
日
〜
７
日

　
　
　
　
　

文
教
委
員
会
行
政
視
察

　
　

10
日　

厚
生
委
員
会

　
　

11
日　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　

13
日　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

16
日　

総
務
委
員
会

　
　

20
日　

県
北
６
市
議
長
懇
話
会

　
　

23
日　

行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

広
報
編
集
特
別
委
員
会

　
　

24
日　

教
育
環
境
整
備
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　

病
院
事
業
対
策
特
別
委
員
会

26
日
〜
28
日

　
　
　
　
　

総
務
委
員
会
行
政
視
察

　国指定無形民俗文化財となっている「ケベス祭り」

は、毎年 10 月 14 日夜、国見町古江の岩倉八幡社で

行われる奇祭。起源も意味も全く不明で、奇々怪々

な面を付けたケベスと白装束のトウバたちとの火の

争い。格闘が何度か繰り返され最後は、ケベスを阻

止したトウバまでが一緒になって火のついたシダを

持ち、境内を走り回り見物人を追い回す。その火の

粉を浴びると、一年間無病息災といわれている。

ケベス祭り

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

ケベス祭り 議会を傍聴しましょう
　議会を傍聴することは、市民とし

て市政を知る最も良い方法です。皆

さんの選んだ議員の議会活動を理解

するために、機会あるごとに議会を

傍聴しましょう。次回定例会の開催

予定は、12 月上旬の予定です。議

会を傍聴されたい方は、議会事務局

までご連絡ください。

電話 （0978）72－5196

表紙の
説明

国東市議会だより  ２号 20
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